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１．漢字名称に代えて、「顧客コード」で受取人の判別を行う場合 

⇒２ページの赤い破線のコメントをご参照ください 

 

２．漢字名称を再登録する場合（件数が少ない場合） 

                 ⇒２ページ以降の【プランＡ】をご参照ください 

 

３．漢字名称を再登録する場合（件数が多い場合） 

                 ⇒７ページ以降の【プランＢ】をご参照ください 

 

  

事前登録口座に登録（カナ名称に変更）後に 

総合振込の受取人マスターの漢字名称を再登録する方法 
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漢字名称を再登録する方法の手順 

 

 

 

『事前登録口座届出書』により、漢字名称を再登録したい受取人口座について

削除依頼を行う前に、必ずこの操作をおこなってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．現在の総合振込の受取人マスターを【外部ファイル出力】により保存する。 

総合振込の受取人マスターで、事前登録を行っ

た場合は、漢字名称が表示されません。 

削除依頼を提出する前に、【外部ファイル出力】 

ボタンから受取人マスターを保存してください。 

顧客コード１・２は利用できます。漢字名称の代わりとして受取人の判別に利用

できます。その場合は５～６ページの受取人マスターの修正方法を参照して、顧

客コードに数字を入力してください。 
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事前登録口座の状態では、漢字名称の登録ができませんので、一度事前

登録口座の削除を依頼してください。（対象のマスターは一旦全て削除され

ますので、前ページのマスターの保存を行ってからにしてください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．『事前登録口座届出書』により、漢字名称を再登録したい受取人口座について削

除依頼を行う。（届出書を銀行窓口に提出してください） 

漢字を再登録したい口座を、

削除に○をつける。 

 

漢字を再登録したい口座を、

削除に○をつける。 

削除する口座数が多い場合は、ビジネスダイレクトの画面コピー等

でも可能です。（その際は削除であることがはっきり判るようにして

ください）【コピー受付は１１月末までです】 
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Ａ４．１．で保存した受取人マスターを【外部ファイル入力】により、戻す。（戻した時点で

は漢字名称以外の、銀行名・支店名・口座番号・カナ名称等が復活します） 

３．１～２週間後に、ビジネスダイレクトの画面上で、漢字名称を再登録したい受取人

口座が削除になったことを確認する。 

件数が少ない場合 

プランＡ 件数が多い場合 

プランＢ ７ページへ 

【外部ファイル入力】ボタンから受取人マスターを復元し

てください。クリックすると次ページの図に進みます。 

まず漢字を再登録したいマスターが、事前登録口座の削除依頼により消え

ていることを確認してください。 
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                      グループ分けが必要な場合は、事前 

に、ＥＢフリーダイヤルにご相談 

                      願います。（0120-440-043） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＳＶファイルを

選択してください。 

保存したＣＳＶフ

ァイルを選択して

ください。 

「登録済みの場合

は上書きする」のチ

ェックは不要です。 

Ａ５．Ａ４．で復活した受取人マスターに漢字名称を入力します。  

【修正】をクリックして漢字を入れます。 

アップロードをクリックします。 

漢字を再登録したいマスターを選択します。 

漢字を再登録したいマスターが復活

していることを確認してください。 
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必要な漢字名称を入力します。 

登録をクリックすると完了です。 

完了 

顧客コードを利用する場合は入力します。 
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 （１）保存したＣＳＶファイルは以下のようになっています。 

 受取人情報ＣＳＶファイル 
No 項      目 ﾀｲﾌﾟ・桁数 区分 備      考 

1 金融機関ｺｰﾄﾞ 数字－半角 4 必須  

2 金融機関ｶﾅ名 英数ｶﾅ－半角 MAX15 任意  

3 金融機関漢字名 漢字－全角 MAX30 任意  

4 支店ｺｰﾄﾞ 数字－半角 3 必須  

5 支店ｶﾅ名 英数ｶﾅ－半角 MAX15 任意  

6 支店漢字名 漢字－全角 MAX30 任意  

7 預金種目 数字－半角 1 必須 1:普通預金  2:当座預金 
4:貯蓄預金  9:その他 

8 口座番号 数字－半角 7 必須  

9 受取人ｶﾅ名 英数ｶﾅ－半角 MAX30 必須  

10 受取人漢字名 漢字－全角 MAX48 任意  

11 顧客ｺｰﾄﾞ 1 数字－半角 10 任意  

12 顧客ｺｰﾄﾞ 2 数字－半角 10 任意  

13 振込指定区分 数字－半角 1('7'or'8') 必須 7:電信振込   

14 手数料区分 数字－半角 1('0'or'1') 必須 0:当方負担  1:先方負担 

 

（２）保存したＣＳＶファイルをエクセルで開くと、「Ｊ列」（１０列目）に受取人漢字名が入力

できるようになっています。全角４８文字以内で入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）入力が終わりましたら、エクセルの『ファイル』⇒『名前を付けて保存』から、ファイルの

種類をＣＳＶにして、ファイル名は元ファイルの『・・・・・．ＣＳＶ』から、『・・・・・２．ＣＳＶ』

へと、元のファイルに２を付けて保存してください。 

 

 

 

（４）出来上がった『・・・・・２．ＣＳＶ』ファイルを、４ページのＡ４．の手順で【外部ファイル入力】

ボタンから受取人マスターを復元すると漢字名称もいっしょに復元されます。 

 

 

以上 

Ｂ５．Ｂ４．で保存した受取人マスターを【外部ファイル入力】により、戻す。 

件数が多い場合  プランＢ 

Ｂ４．１．で保存した受取人マスターをエクセルで開き、漢字名称欄に漢字を入力する。入

力後はファイルの種類をＣＳＶとして保存する。（ファイル名は年月日時分秒．CSV に

なっています。このまま判りやすい場所保存してください。） 

完了 

この部分に漢字名称を入れてからＣＳＶ形式で保存します。 


